
相川義三氏の歩み
2011年 3月4日

19 年(昭和 年)月 臼生まれ。現在、 歳。

*御本人の弁 :f戦後世代です。j

関西学院大学社会学部卒業。

1968年(昭和 43年)、創文社編集部に就職。

約 43年間の編集者生活を経て、

2010年 12月末日、意lJ文社を定年退職。

〈相)11氏が編集された主な刊行物〉

・「歴史学叢書J:西洋中世史を核とした翻訳のシリーズ、0

・「叢書・身体の思想J:倫理学から思想、歴史などを含む

シリーズ。

. r現代自由学芸叢書J:全 18冊、種々の賞を受賞 0

・「西谷啓治著作集J

. rドイツ神秘主義叢書J

. rハイテ。ッガー全集J:全 102巻の予定。

そして、

. r倉IJ文J:倉lJ文社広報誌。戦後日本の知的世界で、恐らく

最も深く愛読された読書界誌(Zeitschrift fur Leserkreis) 0 

2010年12月、第537号をもって惜しまれつつ終刊。
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